
 資料１  

「羽田空港機能強化に関するコミュニケーションのあり方アドバイザリー会議」 

の設置について 

 

１．趣旨 

羽田空港の機能強化については、今後、より多くの住民に幅広いご理

解を頂くことに注力していき、関係自治体の協力も得ながら、双方向的

対話と情報開示を行い、理解の促進に努めていくことが必要である。 

本アドバイザリー会議においては、そのための具体的手法及びプロセ

スについて、専門家の意見を頂くこととしたい。 

これにより、国が一方的に具体的手法及びプロセスを決めるのではな

く、その妥当性について合理的根拠を持たせるものとし、住民、関係自

治体等からの納得性の高いものとする。 

 

２．委員 

屋
や

井
い

 鉄
てつ

雄
お

  東京工業大学大学院総合理工学研究科 教授 
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  東京大学大学院公共政策学連携研究部 特任准教授 

 

３．運営方法 

 ・会議及び配付資料は、原則として公開とする。ただし、必要に応じて

非公開とすることができる。 

・議事要旨については、後日、国土交通省ホームページにて公開する。 


